























            ル＝Σαη鴉COS（ω刻一カ蓑十ση）十左｛十ε。
が実際に観測されるデータである．ここで左は時刻を示すインデックスである．右辺第一項が
地球潮汐であり．




             ル＝Σα、鴉COS（ω実ドカ麦十σ、）十εゴ
の形でデータが得られるたら，観測誤差に分散σ2の正規白色雑音を仮定して導かれるデータ分
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市
              1          Z＝1＝［    exP｛（yrΣα、R芸。os（ω蓑z一力実十σ、）｝           1／灰σ    ・
のパラメータを最尤法とAIC最小化によって決定する方法で「地球潮汐」を構成する正弦波の
振幅だとが推定できる．地球潮汐の項を三角関数の公式を使って書き直すと
           Σ｛α、沢麦COS（ω㌶一カ蓑）十β、R覧Sin（ω㍊一カ差）｝
           η
どたり最尤法は線形最小二乗法に帰着するので計算は簡単である．
 トレンドが単純な形をしている場合には，これを多項式で近似して観測値を
           ル＝Σαη鴉COS（ω訪一カ葦十α、）十Σγ尾〆十εゴ
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       複雑すぎる現象をどう把えるか 一大規模なパラメトリックモデルー      255
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                   図3．電波源分布
3．2．データの特徴
 誤差を含まだいデータが十分に得られればX X X×××X X X X X X X×X X X×によって
××X×XX×XX×X×XX×X×X××××××××X×Xができることになる．しかし
×X××X X××X×X×X×××X X X×X×であるので，実際に得られるのは比較的少な
い数の
         データ＝××X××××××××X×××十観測誤差
でしかない．





 ×X×X X X×X×X××Xをパラメータとみなしてデータ分布
            Z＝×XXX×XX
を構成する．これに××××××××X X×X X××X×X X×を表現する事前分布
            π＝×××X×
をあわせてベイズモデルとする．ABICを最小化する超パラメータを採用したときの事前分布
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